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■

靖
国
神
社
を
訴
え
来
日

　

六
月
十
三
日
、
台
湾
の
立
法
委
員
（
国
会

議
員
に
相
当
）で
あ
る
高
金
素
梅
氏
以
下「
台

湾
原
住
民
」
で
あ
る
と
す
る
一
行
五
十
三
名

が
来
日
し
、
翌
十
四
日
「
高
砂
義
勇
隊
の
魂

を
取
り
戻
す
儀
式
」
の
た
め
靖
国
神
社
に
入

ろ
う
と
し
た
。
こ
の
日
、
境
内
で
は
早
朝
よ

り
高
金
氏
の
行
動
に
怒
る
日
本
人
や
台
湾
人

有
志
約
二
百
名
が
各
門
に
待
機
し
て
い
た
。

　

神
聖
な
る
靖
国
神
社
で
の
衝
突
を
恐
れ
た

台
湾
駐
日
代
表
処
の
職
員
や
警
察
な
ど
は
、

高
金
氏
に
靖
国
神
社
境
内
へ
入
ら
な
い
よ
う

に
説
得
し
、
ま
た
高
金
氏
以
外
の
一
行
が
バ

ス
か
ら
降
り
な
い
よ
う
に
求
め
た
と
こ
ろ
、

高
金
氏
側
は
断
念
し
て
現
場
で
抗
議
活
動
を

行
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
高
金
素
梅
氏
は
、
中
国
安
徽
省

出
身
の
軍
人
と
台
湾
原
住
民
（
旧
高
砂
族
）

の
両
親
を
持
つ
。
女
優
を
経
て
、
原
住
民
籍

を
取
得
し
て
立
法
委
員
と
な
っ
た
。
今
回
は

大
阪
高
裁
で
の
「
台
湾
人
靖
国
訴
訟
」（
靖
国

神
社
な
ど
を
相
手
取
り
、
台
湾
原
住
民
の
英

霊
合
祀
取
下
げ
な
ど
を
求
め
る
も
の
）
控
訴

審
出
廷
の
た
め
来
日
し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
台
湾
団
結
聯
盟
の
蘇
進

強
主
席
は
四
月
五
日
、
台
湾
の
政
党
党
首
と

し
て
戦
後
初
め
て
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
帰
国
し
た
蘇
主
席
ら
に
対
し
、

高
金
氏
ら
は
生
卵
や
罵
声
を
浴
び
せ
、
飛
び

蹴
り
ま
で
く
ら
わ
せ
た
。
そ
の
上
で
高
金
氏

は
「
六
月
に
原
住
民
の
英
霊
を
奪
還
す
る
」

と
宣
伝
し
た
。
来
日
直
前
に
は
資
金
不
足
を

訴
え
、「
政
府
が
や
ら
な
い
か
ら
自
腹
で
日
本

と
渡
り
合
う
の
だ
」
と
演
じ
た
。

　

し
か
し
、
台
湾
の
Ｔ
Ｖ
「
民
視
」
な
ど
の

台
湾
派
メ
デ
ィ
ア
は
行
程
に
箱
根
や
富
士
五

湖
、
愛
知
万
博
、
京
都
な
ど
へ
の
観
光
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
暴
露
し
た
。
ま
た
高
金

氏
は
「
日
本
に
来
る
な
」
と
い
う
脅
迫
状
が

届
い
た
と
し
て
公
開
し
た
が
、
葉
書
が
国
民

党
兵
士
を
祀
る
忠
烈
祠
の
絵
葉
書
で
あ
っ
た

こ
と
、
中
国
語
の
文
体
・
筆
跡
な
ど
か
ら
、

自
作
自
演
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

■

中
国
、
左
翼
の
支
援
を
受
け

　

高
金
氏
ら
は
日
本
へ
到
着
し
た
そ
の
足
で

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
信
濃
町
教
会
で
の
集
会

に
出
席
し
て
い
る
。
同
教
団
内
の
台
湾
人
教

会
で
集
会
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
台
湾
人
の

支
持
で
は
な
く
、
別
の
思
惑
で
高
金
氏
が
動

い
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
集
会
の
主
催

者
は
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議

会
」。「
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
」
と
関
連
す
る

左
翼
組
織
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
中
国
大
使
館
は
高
金
氏
を
「
中
国

台
湾
省
の
住
民
」
と
し
て
、
そ
の
安
全
を
保

警
戒
す
べ
き
日
台
分
断
工
作

中
国
や
親
中
反
日
活
動
家
と
手
を
結
ぶ

高
金
素
梅
氏
の
反
靖
国
行
動

本
誌
編
集
部
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護
す
る
よ
う
日
本
政
府
に
求
め
た
。
一
行
の

半
分
は
外
省
人
（
中
国
籍
）
だ
と
言
わ
れ
、

国
民
党
幹
部
も
混
じ
っ
て
い
た
。
原
住
民
の

衣
装
を
着
て
通
訳
し
た
の
は
在
台
親
中
反
日

活
動
家
・
許
介
麟
氏
の
妻
、藤
井
志
津
枝（
中

国
名
・
傅
琪
貽
）
氏
だ
が
、
林
建
良
氏
は
、

高
金
氏
を
靖
国
訴
訟
に
引
き
込
ん
だ
の
が
こ

の
藤
井
氏
ら
活
動
家
た
ち
だ
と
指
摘
し
て
い

る
（「
正
論
」
平
成
十
五
年
九
月
号
）。

　

集
会
で
は
、
高
金
氏
が
連
れ
て
き
た
元
義

勇
隊
員
が
「
志
願
し
た
」
と
発
言
。
義
勇
隊

は
戦
地
に
強
制
連
行
さ
れ
た
と
主
張
す
る
高

金
氏
を
慌
て
さ
せ
た
。
翌
日
、
靖
国
神
社
入

り
を
断
念
し
て
掲
げ
た
横
断
幕
に
は
「
高
砂

義
勇
軍
は
日
本
人

で
は
な
い
」
と
あ

っ
た
。「
台
湾
人

で
あ
る
」
と
し
な

い
の
は
、
中
国
が

「
台
湾
人
」
と
い

う
国
籍
を
認
め
た

く
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　

十
七
日
の
公
判
で
は
、
高
金
氏
が
台
湾
人

を
代
表
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
尋
問

が
行
わ
れ
、
高
金
氏
は
二
十
四
名
の
遺
族
か

ら
し
か
話
を
聞
い
て
い
な
い
と
告
白
し
な
が

ら
、「
し
か
し
人
数
は
問
題
で
は
な
い
」
と

開
き
直
っ
た
。
判
決
は
九
月
三
十
日
。

　

高
金
氏
ら
は
十
八
日
に
は
「
日
韓
友
好
団

体
」
と
の
交
流
を
行
っ
た
模
様
。
帰
国
後
、

大
学
院
受
験
の
た
め
訪
中
し
た
高
金
氏
に
対

し
、
中
国
当
局
は
電
話
で
歓
迎
を
伝
え
た
。

■

高
ま
る
反
日
気
運
の
一
環

　

四
月
以
来
、
中
国
で
は
日
本
の
教
科
書
採

択
、
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
妨
害
の

た
め
の
暴
動
が
発
生
。
日
本
と
の
関
係
を
重

視
す
る
李
登
輝
前
総
統
も
攻
撃
の
対
象
と
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
中
国
国
民
党
の
連
戦
主

席
一
行
が
戦
後
初
め
て
中
国
を
訪
問
し
、
中

国
共
産
党
と
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
中
国

と
の
連
携
に
よ
り
台
湾
で
の
発
言
力
維
持
を

図
っ
た
の
だ
。

　

そ
う
し
た
中
、高
金
氏
ら
の
日
本
滞
在
中
、

台
湾
で
は
日
本
と
の
間
で
「
漁
業
権
騒
動
」

が
起
き
て
い
た
。
尖
閣
運
動
で
政
界
入
り
し

た
馬
英
九
台
北
市
長（
国
民
党
主
席
に
就
任
）

は
、
日
本
の
不
戦
を
見
越
し
て
「
一
戦
も
辞

さ
ず
」
と
息
巻
き
、「
漁
民
」
の
プ
ラ
カ
ー

ド
に
は
な
ん
と
「
日
米
安
保
反
対
」、
靖
国

問
題
、
尖
閣
問
題
、
ま
た
歴
史
教
科
書
問
題

ま
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
台
湾
外
交
部
を
訪

れ
た
代
表
者
は
「
高
金
の
靖
国
訴
訟
を
支
持

す
べ
き
」
と
迫
っ
た
。「
夏
潮
」（
チ
ャ
イ
ナ
・

タ
イ
ド
）
な
ど
在
台
親
中
勢
力
の
影
が
見
え

隠
れ
す
る
。
日
台
両
国
で
は
中
国
及
び
親
中

勢
力
に
よ
っ
て
国
民
分
裂
や
日
台
分
断
の
工

作
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
高
金
氏
の
反
靖

国
行
動
は
、
そ
の
コ
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

＊

　

六
月
十
二
日
、
靖
国
神
社
側
が
記
者
会
見

で
、
高
金
氏
は
三
年
前
、
す
で
に
英
霊
持
ち

帰
り
の
儀
式
を
行
っ
て
お
り
、
再
び
「
持
ち

帰
る
」
の
は
矛
盾
と
指
摘
し
、
神
社
入
り
を

拒
否
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
台
有
志
が
靖
国
に
団
結

し
、
言
論
活
動
で
高
金
氏
の
意
図
を
挫
い
た

こ
と
も
記
念
す
べ
き
前
進
で
あ
る
。

靖国神社に入ろうとして阻止され、警官を罵る
高金素梅立法委員（６月 14日）


